
意見等の反映状況

・中小企業支援団体は、小規模支援法に基づく国の計画認定を受けてもらい、最前線に立って小規模事業者を

支援することが大事である。【【H26第２回推進委員会意見】
・大分に帰りたい人に対し、UIJターン情報の発信を強化してもらいたい。

【H26第２回推進委員会意見】

・県外にまで出向いて求人活動を行うのはなかなか難しい。県の方からも県内企業の求人情報をPRしていただ
きたい。

【H27第１回地域懇話会：県内農業者】

【おおいたUIJターン推進事業】（H27）

・移住コンシェルジュ（東京）との連携やUIJターン開拓員（福岡）の配置、県外での合同企業説明会の開催や就
職フェアへの出展等により、県内企業情報等の県外への情報発信機能を拡大しているところ。

・H28年度は、新規学卒者のUIJターンのさらなる促進に向け、若年者に対する県内企業や大分ぐらしの魅力情
報発信強化を検討中。

・スタートアップ支援に加え、ステップアップの支援もお願いしたい。

【H26第２回推進委員会意見】

【おおいたスタートアップ支援事業】（H27）

・H26年６月に開設したおおいたスタートアップセンターでは、県内各地で市町村と連携した創業セミナーを開催
するなど「創業の裾野拡大」を目指しているほか、成長志向の起業家に対するビジネスプランの磨き上げ支援や

雇用増加を計画する起業家への助成等により、創業だけでなく、起業家を成長させるための支援も行っている。
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・H28年度から、７０歳現役社会づくりに向け、企業に対する高齢者雇用の意識啓発や高齢者向けの求人開拓、
高齢者がはたらき安い職場環境の整備や能力開発の推進事業を検討中。

【ICT・データ利活用推進事業】（H27）

・製造業、農業、小売業、福祉サービス業など様々な業種の企業が抱える課題について、グループ研修等を通

じてICTによる解決策を検討する事業を今年度より実施している。

・サービス産業の生産性向上に向け、H28年度は宿泊業など観光産業の生産性向上に向けた取組を検討中。

・製造業についても、製品開発だけでなく製品を使ったサービスの提供まで総合的に捉えたビジネスモデル開

発への支援を検討中。

・インバウンドを進め、観光客を増やしていくことが重要。人が来てお金を落としてもらうための環境作りを進めて

もらいたい。

【H26第２回推進委員会意見】

【域外消費獲得支援事業】（H27）

・インバウンドの拡大に向けた環境整備として、免税申請システムやWi-Fi機器の導入に対し支援。

・H２８年度は宿泊業などの観光産業の生産性向上を目指し、インバウンド対策などの新たな取組支援を検討

・顧客分析などのデータ活用により、収益性を高めることが重要。

【H27第１回地域懇話会：県内小売業】

・生産性の向上は、まずムダをなくすことだが、従業員の満足度を高めることも重要。よいところを伸ばせば結

果として生産性が上がる。

【H27第１回地域懇話会：県内飲食業】

・生産性向上は自社だけでなく、顧客の生産性向上を図ることが使命と考えている。

【H27第１回地域懇話会：県内製造業】
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・景気がよくなると人材不足になる業界。高齢者雇用も今後しっかりと考えていかねばならない。

【H27第１回地域懇話会：県内福祉サービス業】

・技術力の高い高齢者を積極的に雇っていきたいと考えている。

【【H27第１回地域懇話会：県内コンサルティング業】

・商工会については全１７商工会が申請中。

・商工会議所については大分、臼杵、竹田の３商工会議所が計画を申請中。その他の商工会議所についても

申請を準備中。
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